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5 7 8,657584,209
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2 6 9 8,423591,9602,081
2 11 7 8,267596.759 7,278
2 8 6 602,5572.8207,348
2 9 4 605,189 7,037
2 7 7,939607.8013,5076,753
2 8 3 7,982613,076 6,386
























































































































































































































































































































































































































































































































































































304 渡部昭男・君和田容子 :鳥取県における障害児の早期発見 。対応の現状と課題 (Ⅳ)
表3.回答者の属性 (保健所管内,年齢区分)
年齢区分








保 健 所 別 年齢区分
lBl
〈回収率〉
(B/A)鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨
20歳台 64 (37)21に6) 37 (37)6(30)6 (33)12(48)8(29)5(56)2企(27)%く54〉
%
30歳台 16(3045 (45)11(55)9(50) 13 (46)2(22)39 (53)
40歳台 16(9)6 (13)8 (8)3(15)1 (― ) 1 7 (10)
50歳台 3 (7) ― (― ) 3 (12) 1 7(10)〈70〉
60歳台 1 (― ) (― ) (― ) (― ) (― ) (― ) (― ) (― ) く―〉
計 174(100)46(100)100(100)20(100)18(100)25(100)28(100)9(100)73 (100)く73〉






























卒 業 生 そ れ 以 外
内 訳
人  %  %
42 *(1側) 《58》4, 《42》キ・
23 奉(5働  1 19 *“め
助産婦免許
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(注)①-71人, <)一倉看卒業生・22人, C⊃-1978年以降免許取得者 (その他)19人, 回 -1977年以前免許取得者・30人。






































































位 総 得 点







































































































・臨床実習をしていて,死に直面した人等に接し,重苦しく感じた。そして予防活動に引かれた。   等々C)住民との接触,幅広い人間関係 (5件)。限られた範囲の人にしか接することができない看護婦業務でなく,広範囲の人に接したかった。
・人間性を豊かにするため,対人関係の深い保健婦職を選んだ。
・養護教諭よりも,より多くの人々 (乳幼児から高齢者)と接することができると思い。       等々D)学習の継続・深化 (7件)。更にもう少し専門の勉強をしたかった。
・臨床だけでなく,公衆衛生・保健活動などの広がりを知った上で働き,自分の位置を確認したかった。






















310 渡部昭男・君和国容子 :鳥取県における障害児の早期発見・対応の現状と課題 (IV)


















































































































































種 別 短期大学(3年制) 看護学校(3年制) 看護学校(2年制)* 衛生看護学科料 計
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前述のように,保健助産学科への入学資格には看護婦免許の取得が要件となっており,入学者は
すべて看護婦養成機関を経て入学して来る。その経歴は大別すると4つある。高校卒業後 (入学者

































































鳥 取 県 内
保 健 所 市 町 村 病院・診療所 事 業 所 そ の 他 計
4
県 外 5 ユ
計 4 5 4
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表13,倉吉総合看護専門学校保健助産学科の教育の実施状況
1期生 2期生 3期生 4期生 5期生 6期生 7期生 8期生 9期生 10期生









保 健 統 計
度 字
健 康 管 理 論 142 141 146 5
社 会 福 祉 ナ30
16 15 17 17 17
社会保障制度論 17 16 17 17 17 17 17
公 衆 衛 生 行 政
研 究






母 子 保 健 概 論 17 17 17
母 子 保 健 医学
母 子 保 健 管 理
助 産 146 5
助 産 業 務 管理 17 17
地 域 母 子 保健 45





地 域 実 習 260.5279 5
助 産 実 習 397 5
計 668 674.5 652
そ 他の









保 健 所 4週間 5週間 5週間 5週間 5週間 5週間 5週間 5週間 5週間 5週間

















































































































































助 産 実 習 期 間 9週間 9週間 9週間 9週間 9週間 9週間 9週間 9週間 9週間 9週間











































































































分 施 件 数
最  高 14 11 11
最  低 10
平  均 10.1
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Ⅲ。地域母子保健システムにおける保健婦の役割
1.母子保健システムの評価モデルにおける4類型 (図4,表14)
第 I報の表 1に示したように,鳥取県においては,都市Ⅳ型 (2市),中間H型(2市),中間Ⅲ
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表14.地域母子保健システムの加藤春樹氏による4モデル類型
モ デ ル 型 小 都 市 モ デ ル 中 都 市 モ デ ル 大 都 市 モ デ ル 郡 部 モ デ ル
具 体 例 神奈川県逗子市 滋賀県大津市 東京都練馬区 京都府向陽保健所管内
人日,(年間出生数) 5万7千人(800名) 21万人 (3,100名) 65万人 (6,800名) 2市1町14万人(21500名)
ユニツト
構 成
I ◎ (欠落) △整備努力 △可能性
Bタイプ  ◎
O
I Aタイプ  ○ Bタイプ  ◎ (A・B)タィプO
Ⅲ ○ O ○
ソー シャルアクション △ ◎ (?) ◎










◎見落しなし。発見漏れなし発  見 比較的荒いネット ◎見落しなし,発見漏れなし 見落しなし,発見漏れなし
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専門学校保健助産学科 に関す る資料等で御便宜をいただきました同校の吉川恵子教務部長及び大石











































①鳥取保健所 ②郡家保健所 ③倉吉保健所 ④米子保健所 ⑤根雨保健所
A3 責姉の年齢は,失礼ですが,幾歳台でしょうか?(昭和63年3月31日現在としてお答え下さい)
①20歳台  ②30歳台  ③40歳台  ④50歳台  ⑤60歳台
A4 貴姉が保健婦免許を取得されたのは?







常勤・非常勤の別    → ①常勤  ②常勤だが,産休・育休などで休職中  ③非常勤
正規職員・嘱託などの別 → ①正規職員  ②嘱託職員  ③代替職員 (産休代理など)
④その他 (                         )
A8 貴姉が現在の勤務市町村に保健婦としてA7の雇用形態で就業したのは何年でしょうか?




(D現在の市呼付に現在とは異なる雇用形態で保健婦として就業 (雇用形態:    )
(2)他の市町村に保健婦 (常勤・非常勤を含む)として就業 → (鳥取県内,鳥取県外)
(3深健所に保健婦 (同上)として就業          → (鳥取県内,鳥取県外)
は)医療機関に無健婦 (同上)として就業         → (鳥取県内,鳥取県外)
(5)民間企業などの事業所に保健婦 (同上)として就業   → (鳥取県内,鳥取県外)
②助産婦職に就いた経験がある。              → (鳥取県内,鳥取県外)
③看護婦職に就いた経験がある。              → (鳥取県内,鳥取県外)




























































































おおいに かなり  どちらと あまり活 活用して
活用   活用  もいえな 用してい いない
い    ない
(1)看護婦の養成課程での経験・知識    ①    ②    ③   ④    ⑤
(2深健婦の養成課程での経験・知識    ①    ②    ③   ④    ⑤
偲lTR健婦に就業後の経験・知識      ①    ②    ③   ④    ⑤
は腺健婦に就業後の研修による知識    ①    ②   ③   ④   ⑤
傷)看護婦・助産婦への就業の体験・知識  ①    ②    ③   ④    ⑤
俯)結婚・育児など自らの人生体験 ,知識  ①    ②    ③   ④    ⑤
(7)その他 ( )①  ②  ③  ④  ⑤B4 貴姉が,貴姉自身の保健婦活動を更に充実させる為に,研修等で現在最も得たい知識・技含ヨなどは何でし
ょう?具体的にお知らせ下さい。(研修したい分野などでも結構です)
に           |   〕B5 貴姉の市町村 (又は担当地区)の保健ニーズとして,今後重視すべき業務の順位を仮に付けるとすれば,
ベスト3はどの業務になりますか?貴姉自身の意見をお知らせ下さい。
(業務は,貴姉の市町村で使用している名称で記入下さい)
)第3位(    )
どうも御協力有り難うございました。
優先順位第 1位 ( )第 2位 (

